学籍番号：
氏名：


２００３年度　情報科学１　中間試験問題

2003/7/7

1. 次のうち、貸与パソコンに直接繋げて使えないものに丸印をつけよ。（配点２点）

ヘッドホン　マイク　ＬＡＮケーブル　電話線　ＵＳＢマウス　ＵＳＢキーボード

2. タッチタイピングに関して、次の文章の[　　　]内を、アルファベット１文字で埋めよ。

（配点２点＝各１点）

・タッチタイピングでホームポジションのとき、左手人差し指は [　F　]キーの上に置く。

・タッチタイピングでホームポジションのとき、右手薬指は [　L　]キーの上に置く。

3. プログラムのソースコードを、実行形式のファイルに変換することを何と言うか？

カタカナ５文字で答えよ。（配点２点）

コンパイル

4. 本学では、貸与PCを使った電子メールの送受信においては、APOPによる認証方式を採用している。なぜAPOP認証方式としているのか。APOPを使う理由について簡潔に述べよ。（配点２点）
パスワードの情報を暗号化することで、より安全に利用できるため。


（採点基準は「暗号化」と「安全（または類似の表現）」のキーワードの有無）

5. 下図は条件分岐プログラムの仕組みを示した例である。以下の問いに答えよ。





5-1. このような図のことを何と言うか？　漢字３文字で答えよ。（配点２点）
決定木

5-2. 上の例をプログラムに組む。以下の枠内のPascalソースコードを完成させよ。


6. 下の枠内は、Pascalによるソースコードである。このソースコードにはプログラム記述上の誤りが２個所あり、実行形式に変換できなかった。以下の問いに答えよ。

6-1. プログラム記述上の誤りを一般に何と呼ぶか？　カタカナ２文字で答えよ。

（配点１点）
バグ

6-2. プログラム記述上の誤りを２箇所見つけ、ソースコードを修正せよ。

記述訂正の場合は、誤りの部分を二重線で消し正しい記述を右の余白に記せ。

不足部分がある場合は、必要な記述を書き足せ。

修正部分がよくわかるように２箇所とも○で囲め。（配点各１点＝２点）



program SayHello (input, output);

begin



writeln('Hello!');



readln;



writeln('How are you? ’ );
　　← 引用符が不足していた。


readln;



writeln('OK. Very good.');



writeln('Have a nice day!');



readln;



writeln('Bye.');



readln;

end.　　← 終了を示すピリオドが不足していた。
6-3. 修正を終えた結果、実行形式への変換が完了した。このプログラムの結果として予想される画面表示内容を５行目まで記せ。（配点２点）

タッチタイピングテストの成績は、60WPM以上ありましたか？





トップレベルの成績です！


追試の必要はありません。





Hello!


何でも良い（例えば Hi! ）


How are you?


何でも良い（例えば I am very fine. ）


OK. Very good.





（配点５点、部分点あり）





program T-test (input, output);


var


	answer: string;


begin


writeln(‘タッチタイピングテストの成績は、’);


writeln(‘60WPM以上ありましたか？’);


readln(answer);


if answer = ’yes’ then


	begin


	writeln(‘トップレベルの成績です！’);


	writeln(‘追試の必要はありません。’);


	end


else


	begin


	writeln(‘レベルアップを目指して、’);


	writeln(‘追試を受けてください。’);


	end;


readln;


end.





end.





１行目:


２行目:


３行目:


４行目:


５行目:





yes





レベルアップを目指して、追試を受けてください。





yes以外








